
重要文化財  高野切 （古今和歌集  巻第十九断簡）  伝 紀貫之筆  日本・平安時代  11世紀  根津美術館蔵　

 

　
古
筆
は
、
本
来
古
の
人
の
筆
跡
と
い
う
意
味
で
す

が
、
狭
義
に
は
平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
の
優
れ
た
筆
跡

を
さ
し
ま
す
。
名
筆
を
尊
重
す
る
な
か
で
、
平
安
時

代
に
は
、貴
族
ら
は
書
に
秀
で
た
人
に
『
古
今
和
歌
集
』

を
は
じ
め
と
す
る
勅
撰
和
歌
集
や
私
家
集
な
ど
の
書

写
を
依
頼
し
ま
し
た
。
多
く
は
贈
答
品
や
調
度
品
と

し
て
用
い
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
こ
う
し
た
当
代

一
流
の
能
書
家
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
歌
書
な
ど
が
、

室
町
時
代
以
降
の
茶
の
湯
の
流
行
や
鑑
賞
の
た
め
に

一
紙
や
一
頁
、
場
合
に
よ
っ
て
は
数
行
単
位
で
切
断
・

分
割
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
古
筆
を
切

断
し
た
断
簡
、
す
な
わ
ち
古
筆
切
で
す
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
新
た
に
当
館
の
所
蔵
に
加
わ
っ

た
重
要
文
化
財「
高
野
切
」を
お
披
露
目
い
た
し
ま
す
。

端
正
な
字
形
や
優
美
な
線
質
、
文
字
と
文
字
を
つ
な

げ
て
書
い
た
連
綿
の
流
麗
さ
な
ど
は
も
と
よ
り
、
そ

れ
ら
の
調
和
性
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仮
名

で
書
か
れ
た
古
筆
の
最
高
峰
に
位
置
す
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
の
「
高
野
切
」
を
筆
頭
に
、
平
安
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
書
か
れ
た
、
館
蔵
の
古
筆
切
を
中

心
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
時
を
代
表

す
る
書
き
手
の
書
で
あ
り
、
柔
ら
か
な
線
や
直
線
的

な
線
、
連
綿
の
様
や
字
配
り
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
魅
力
を
放
っ
て
い
ま
す
。
先
人

を
惹
き
つ
け
て
き
た
、
名
筆
の
美
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

い
に
し
え

こ
う 

や  

ぎ
れ

れ
ん
め
ん
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石山切（貫之集下断簡）　
いしやまぎれ　　つらゆきしゅうげだんかん

初の勅撰和歌集『古今和歌集』は、歌の規範として特に尊ばれ、
手本や贈答品として多数書写された。一方でこの冊子のように
テキストを正しく伝える目的で書かれたものもある。奥書によ
り、筆者やおおよその書写時期などがわかる点でも貴重。

「本願寺本三十六人家集」のうち、「貫之集下」は「伊勢集」
とともに昭和4年（1929）に分割された。金銀の砂子を散らし、
銀泥で下絵を施した彩箋に、藤原定信（1088 ～ 1154）により、
スピード感ある巧みな書がしたためられる。

＊本資料掲載の作品はすべて根津美術館所蔵品です。

装飾を施さない素紙または薄茶や藍の染紙を綴じた冊子本の
断簡。奥書の後半部の断簡と、全文を写した記録の発見により、
筆者が藤原教長（1109 ～ 80）と判明した稀な例。

五七七・五七七の 6句からなる、和歌の歌体の一つ。『古事記』や『日本書紀』、『万
葉集』にも採録される。『古今和歌集』には巻第十九に 4首のみが入集しており、新
たに当館の所蔵となったこの「高野切」は、その題以下 4首分すべてを含む。

＜旋頭歌とは？＞

重要文化財　
高野切（古今和歌集　巻第十九断簡）
伝 紀貫之筆　
1幅　彩箋墨書
日本・平安時代　11世紀　

こうや  ぎれ

  きのつらゆき

おち   ば   しき   し

後鳥羽上皇の熊野詣の折、那智社で催された歌会で書
かれた二首懐紙のうちの後半部分とされる。連綿が少
なく、一字一字を大ぶりに書いた様は、平安朝の優美
さから新たな書風への過渡期の作であることを感じさ
せる。

落葉色紙　
伝 西行筆　　
１幅　紙本墨書
日本・鎌倉時代　13世紀

さいぎょう

くまのもうで

＜表紙作品＞
当館に新たに収蔵された、『古今和歌集』巻第十九の旋頭歌 4首が書かれた 1幅。
高野切は現存する『古今和歌集』の最古の書写本としても貴重である。この断簡
はいわゆる第三種の書風に分類され、軽快でのびやかな筆線が雲母砂子を全面に
撒いた料紙に映える。収蔵後初公開。

せ どう か

こうや  ぎれ

き   ら すな ご

こ きん  わ かしゅう

　
古今和歌集　
重要文化財
こ きん わ  か しゅう

ふじわらのためうじ

藤原為氏筆　
１帖　紙本墨書
日本・鎌倉時代　13世紀

今城切（古今和歌集　巻第二十断簡）　
いま き  ぎれ

ふじわらののりなが

藤原教長筆 
1 幅　彩箋墨書
日本・平安時代　12世紀

ま

ふじわらのさだのぶ

藤原定信筆　
１幅　彩箋墨書
日本・平安時代　12世紀
小林中氏寄贈
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展
示
室
2　

一
行
の
書

鏡の外形が天を、中央の正方形が地を表現し、その周りには四神や
神仙が配されている。「天円地方」という当時の宇宙観をみごとに
あらわした鏡。

ぎょくしつそうはく
　
玉室宗伯筆
1幅　紙本墨書
日本・江戸時代　元和 7年（1621）

一行書

法語などを書いたいわゆる禅僧の「一行書」だけでなく、さまざまな一行の書に託された意味や
筆者の個性に注目していただきます。

展
示
室
5　

古
代
中
国
鏡
の
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス

展
示
室
６　

初
月
の
茶
会

一年の最初の月、茶の湯ではめでたい道具を取り合わせ、新しい年の訪れを寿ぎます。華やかな
吉祥の茶道具約 20件をご覧いただきます。

鏡は青銅器とともに古代中国を代表する金属工芸です。鏡にはさまざまな霊力が宿ると考えられ、
背面の文様には当時の宇宙観や願いを見ることができます。

表千家 6代の覚々斎（1678 ～ 1730、原叟）が祝儀の贈り物として作っ
た赤楽の茶碗である。白泥で大きく描かれた三峰の富士山がめでたい。

同時開催展

「天地」の 2文字を一筆で書いた、良寛の小字数の
代表作。同じく当館所蔵の “大天地” に対して、小
ぶりの本作は “小天地” とよばれている。　

　
良寛筆
1幅　紙本墨書
日本・江戸時代　19世紀
秋山順一氏寄贈

てん  ち    に  だい じ

りょうかん

玉室は大徳寺の第 147 世で芳春院
の開祖。儒者で茶人でもあった三宅
亡羊の依頼で、『列子』が出典の成
語「多岐而亡羊」（えだみちおおく
してひつじをうしなう）を揮毫した。

みやけ

ぼうよう

方格規矩四神鏡　
1面　青銅　
中国・前漢時代　紀元前 1世紀
村上英二氏寄贈

ほうかく  き   く    し しんきょう

赤楽富士絵茶碗
あからく ふ   じ    え  ちゃわん

かくかくさい

し
ょ
げ
つ

ことほ

げんそう

覚々斎作
１口　
日本・江戸時代　17～ 18世紀

天地二大字

いちぎょうしょ



＊本資料掲載の内容は、予告なく変更になる場合がございます。最新の情報は当館広報課 へお問い合わせください。(2024.10.)

次回展 特別展「片桐石州－江戸の武家の茶－」
2025 年 2月 22日［土］～ 3月 30日［日］ 　

片桐石州（1605 ～ 73、貞昌、石見守）は江戸前期の大名茶人。江戸幕府の数寄屋坊主や各地の
大名など、武家に広がりを見せた石州の茶を顕彰します。

左：茶杓　銘 時 鳥　共筒
　　片桐石州作　日本・江戸時代　17世紀
右：梅竹図広口釡　片桐石州旧蔵
　　日本・桃山時代　16世紀
　　いずれも根津美術館蔵
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かた ぎり せき しゅう

いわみのかみ す    き     や   ぼう  ず

ほととぎす

企画展「古筆切－わかちあう名筆の美－」

根津美術館

2024年12月21日［土］～2025年2月9日［日］　
　

午前10時～午後5時　 ※入館は午後 4時 30分まで。

地下鉄銀座線・半蔵門線・千代田線〈表参道〉駅下車A5出口（階段）より徒歩8分、
B4出口（階段とエスカレータ）より徒歩10分
B3出口（エレベータまたはエスカレータ）より徒歩10分

・（  ）内は障害者手帳提示者及び同伴者１名の料金。中学生以下は無料。
・当日券（一般 1400 円、学生 1100 円）も販売しております。
　（ご予約の方を優先してご案内いたします。当日券の方はお待ちいただくことがあります。
　混雑状況によっては当日券を販売しないことがあります。）
・2024 年 12月17日［火］より当館ホームページで予約を受け付けます。
・ご予約は1グループ 10名までとさせていただきます。

主 催

開 催 期 間
 
 開 館 時 間

開催概要

スムーズなご入館と快適なご鑑賞のために、当館ホームページで日時指定入館券を
ご購入ください。（招待はがき等をお持ちで入館料無料の方もご予約ください。）

※ 12 月 27 日［金］～ 1月 6日［月］は年末年始休館。

こ   ひつ  ぎれ

さだまさ

関連プログラム
担当学芸員が展覧会の見どころをスライドを用いて解説いたします。スライドレクチャー

（事前申込制）

展  覧  会  名

・レクチャー内容は、2回とも同じです。
・事前に当館ホームページから参加をお申込みください。先着順で定員になり次第締め切ります。
・参加は無料ですが、美術館入館料が必要です。
　

毎週月曜日
※ ただし、1月 13日［月・祝］は開館し、翌 1月 14日［火］休館。

オンライン日時指定予約　　一般　1300円 （1100円）　 学生　１000円 （800円）

休 館 日

入 館 料

〒107‐0062 東京都港区南青山 6‐5‐1

Tel.  03-3400-2536 （代表）  
website   https://www.nezu-muse.or.jp

「古筆切－わかちあう名筆の美－」　　　講師   福島 洋子　（根津美術館　学芸員）
日時　2025年1月10日［金］・１月24日［金］　午前11：30～午後12：15　（開始15分前開場）
会場　根津美術館講堂　
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